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はじめに : 細胞分裂をはじめとする多様な生命現象に、「セプチン」とよばれる細胞骨格な

いしはスカフォールドタンパク質ファミリーが関与していることがわかってき
ました。「セプチン (septin)」とは、微生物の分裂を意味する septation に由来
する名称で、酵母の細胞分裂に不可欠な重合性 GTP 結合タンパク質として発見
され、数個から数十個のセプチンサブユニットが自己集合して長さ数十ナノメ
ートルのフィラメントを形成し、それらがさらに高次集合することでリボン、
リング、らせんといったサブミクロンオーダーの構造を形成することが知られ
ています。セプチンは多細胞生物でも細胞分裂や分化後の多様な細胞機能に関
わるとされていますが、詳細な作用機構は不明です。哺乳類のセプチンファミ
リーの中で、Septin 4 (H5)は 1 次構造も発現パターンもユニークなサブユニッ
トです。Septin 4 は、心、肝、精巣にも低レベルの発現がみられますが、特定
のニューロンやグリア細胞で最も多く発現し、通常は細胞分裂に関与しないと
考えられています。一方、ヒトのがん、パーキンソン病などの神経変性疾患、
男性不妊症などの病態において Septin 4 の発現量や局在に異常がみられること
が報告されています。 

 

免疫抗原 :  Human Septin 4 の N 端部分合成ペプチド (GKLDPYDSSEDDKEYVG) 
 
精製方法 :  抗原ペプチドによる特異精製 
 
包装形態 :  1 % BSA, 0.05 % NaN3含有 PBS 1.0 mL に溶解したものを凍結乾燥 
 
再生方法 :  精製水 1.0 mL 添加(この時濃度は 100 μg/mL となります) 
 
保存方法及び : 2 ～ 8 °C 保存 5 年間安定 

安定性 : 溶解後 –20 °C 保存 2 年間安定 
 
使用目的及び : 免疫組織染色 1～5 μg/mL  
使用方法 : ウエスタン・ブロッティング 1～5 μg/mL にて使用可能  
  
特異性 :  Rat, Mouse と交差 
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